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研究成果の概要（和文）：本研究は、18世紀を中心とするいわゆる「啓蒙の時代」のヨーロッパを対象として、多様な
形態で使用されたフィクションの諸事例を検討し、当時の政治的・社会的・文化的背景との関連で体系的に分析・考察
する試みである。狭義の文学や演劇にかぎらず、宗教・形而上学・自然科学・法・政治などさまざまな領域で見られた
虚構の対話・書簡・日記が、18世紀のコミュニケーション・プロセスのなかで担った意味や機能を解明するとともに、
そうしたフィクショナルな言説に関する現在の諸理論を包括的に検討しつつ、思想史的研究に適用しうる概念的枠組を
整理した。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to examine various forms of fictional discourse in 
18th-century Europe and to investigate systematically into the roles they played in the political, social 
and cultural contexts of the Enlightenment. Fictional texts (dialogues, letters or diaries) were put into 
use not only in the realm of literature in a narrow sense, but also in a wide range of social fields such 
as religion, metaphysics, natural sciences, law and politics. Different types of fiction and their 
functions in the process of communication were discussed thoroughly, while the prominent contemporary 
theories of fiction were considered in order to attain an appropriate conceptional framework for a 
historiographical research of fictional discourse.

研究分野： 哲学、思想史
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１．研究開始当初の背景 
『岩波 哲学・思想事典』（1998 年）は「啓

蒙思想」について、「いっさいを理性の光に
照らして見ることで、旧弊を打破し、公正な
社会を作ろうとした、主として 18 世紀に展
開した知的運動」と定義している。たしかに、
〈啓蒙〉の名で呼ばれる時代ないし思想が
〈理性〉に結びつけられるのは、理由のない
ことではない。しかし、20 世紀後半以降、急
激に進展した実証的研究は、さまざまな形で
啓蒙の多面性を明らかにすると同時に、この
時代を（理性であれ真理であれ）単純な概念
によって規定することを著しく困難にした。
他方、こうした実証的知見の蓄積は、歴史的
概念としての啓蒙を精緻化するにとどまら
ず、むしろ、雑然とした（しばしば互いに矛
盾するような）個別事例の集積に解消してし
まう危険をも孕んでいる。 
研究代表者は、啓蒙期を特徴づける雑誌等

の定期刊行物が、通常考えられている以上に
フィクショナルなテクストを含んでいるこ
とに着目した。理性や真理をかかげる〈啓蒙〉
と、空想や虚構に結びつけられる〈フィクシ
ョン〉の関係は、単に偶然的・付随的なもの
なのか？ それとも両者の間には、強い親和
性や本質的関係があるのか？ こうした問い
に明確な答えを出すことによって、上述の 2
つの問題、すなわち、啓蒙＝理性の時代とす
る単純化と、啓蒙概念が無数の個別事例に解
消されてしまう危険を同時に回避しうるか
もしれない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、18 世紀を中心とする啓蒙期

にみられた、さまざまな形態のフィクショナ
ルな言説を包括的に調査し、その機能および
意義を分析・把握する。フィクションは、狭
義の文学テクストにとどまらず、政治・宗
教・教育・科学・演劇・哲学など多くの領域
で用いられた。この現象をシステマティック
に考察することで、（1）啓蒙期の思想におい
て軽視されてきたフィクションの位置価を
実証的に示すとともに、（2）〈啓蒙＝理性〉
という依然として根強いイメージを克服・相
対化することが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
啓蒙とフィクションの関連を考察するた

め、理論的研究と歴史的研究を並行して進め
た。（1）理論的研究では、フィクション概念
の確定をおこなうとともに、歴史的研究のあ
つかう諸事例を分析する際の枠組を考案す
る。（2）歴史的研究では、メンバーがそれぞ
れ啓蒙期におけるフィクションの事例を取
り上げ、共同で討議する。 
最初の 3 年間は、公開のワークショップや

シンポジウムを開きつつ、理論的および歴史
的研究を積み重ねるが、最終年度では、国際
18 世紀学会の大会で共同セッションを企画
し、研究成果を報告する。 

４．研究成果 
本研究では、18 世紀のヨーロッパにおける

フィクション使用のさまざまな事例を取り
上げ、その形態や機能を分析してきた（歴史
的研究）。それと並行して、20 世紀に著しく
発展したフィクション理論を検討しつつ、思
想史的研究の基礎となりうる枠組を探求し
た（理論的研究）。 
 
（1）歴史的研究においては、数多くの個別
事例をそれぞれの文脈に着目しながら考察
し、フィクション使用の意図・動機（知識の
伝播、興味喚起、モデルへの依拠、検閲の回
避）、書き手の階層・職業、ジャンル・文体
（書簡・対話・日記・小説）、媒体（書籍、
舞台作品、雑誌、地下出版）などさまざまな
観点から分析した。 
分析を通して得られた知見は多岐にわた

るが、考察時期全体にかかわる傾向として次
のような仮説を立てることができるかもし
れない。すなわち、当初は受け手（読者・観
客）への影響・効果が比較的ナイーヴに考え
られていたのに対し、次第により懐疑的・反
省的な態度が強まっていくように思われる。 
意図されていた効果（書き手のもつ信念が

広く認められるなど）も、直接的な期待から
読者・観客自身の批判や反省を誘発すること
に重点が移行し、それとともに、フィクショ
ナルなテクストがより複雑化し洗練され、文
体上の要求も次第に高まっていくという仮
説が成り立ちうるだろう。フィクションとし
て始められたテクストが平板化したり、途中
でフィクションの枠を放棄したりする事例
も少なくないが、こうしたいわばフィクショ
ンからの撤退をともなう失敗例もこの点で
興味を引く。 
 
（2）理論的研究においては、当初の考察の
出発点であったサールの理論を継承しつつ、
近年の研究に見られるより包括的・学際的な
枠組への進展が、そのまま思想史的研究にも
有用であることが示された。言語行為論の成
果をふまえたサールの議論は、書き手（生産）
から見たフィクションの構成を理解するう
えで重要だが、演劇や絵画・彫刻などにはそ
のまま適用しがたい。 
この難点は、ウォルトンの「ごっこ遊び」

論のような受け手（受容）の側に着目した議
論や、生産／受容の両者で共有される合意・
慣習を強調するシェフェールやツィプフェ
ルらの議論を加味することで回避しうる。お
そらくこうした理論的展開を踏まえ、精緻化
することで、18 世紀にしばしば見られる、判
別困難なフィクション（明確なフィクショ
ン・マーカーなどを欠き、一見するとフィク
ションでないように思われるもの）の問題も
解決できるだろう。 
共同研究のメンバーは定期的に発表・討議

の場をもち、知見と考察を深めていったが、
初年度に日本ヘルダー学会でのシンポジウ



ム、第 3 年度は、日本 18 世紀学会での共同
セッション、最終年度には国際 18 世紀学会
（ロッテルダム）での共同セッションを実施
した。また、ウーヴェ・ヴィルト教授（Univer- 
sität Gießen）やヘンドリック・ビールス教授
（Jacobs University Bremen）を招いて講演会
を開催し、国際的な学術交流を図るほか、17
～18 世紀におけるフィクション理論に関わ
る研究者を交えた研究会も多数実施した。 
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